
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

― 明石市 ― 

令和７年度 

拡大版こども・若者会議 

報告書 

日 時：令和７年 10 月 26 日（日） 

14：00 ～ 16：20 

場 所：西日本こども研修センターあかし 

（大久保町ゆりのき通１丁目４-７） 
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 拡大版こども・若者会議の概要                       

 

 １ 開催日時 

   令和７年 10 月 26 日（日）14：00～16：20 

 

 ２ 場所 

   西日本こども研修センターあかし（明石市大久保町ゆりのき通１丁目４－７） 

 

 ３ 当日参加者（35 名：こども若者会議メンバー25 名 ＋ 一般応募者 10 名） 

   小学１年生…３名    小学２年生…３名    小学３年生…３名 

   小学４年生…８名    小学５年生…２名    小学６年生…１名 

   中学１年生…１名    中学２年生…２名    中学３年生…４名 

   高校１年生…１名    高校２年生…４名 

大学３年生…１名    大学院生……１名    若者(20 代)…１名 

 

 ４ コーディネーター 

   中島さち子氏 

   ※音楽家、数学研究者、ＳＴＥＡＭ教育者、大阪・関西万博テーマ事業プロデューサー 

 

 ５ 開催内容 

  ⑴ 第１回から第４回のこども・若者会議での活動内容を振り返り、会議メンバーの代表 

による「こども・若者計画」の基本理念と施策展開の柱についての報告 

  ⑵ 中島さち子氏による「これからのあかしのまちを一緒に考えよう！」をテーマにワー 

    クショップを実施 

  ⑶ 「これからのあかしのまち」をカタチづくり 

  ⑷ 中島さち子氏、アブライ氏（出身：セネガル）による演奏会 
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６ プログラム 

 項目 
目安 

時間 
詳細内容 

1 開会 14:00 

（２分） 

司会： 

永井綾乃（こどもセンター） 

2 市長のおはなし 14:02 

(８分) 
 

3 こども・若者会議メンバーの発表 

 

14:10 

(10 分) 

過去４回にわたり実施してき 

た「こども・若者会議」の内 

容について 

4 発表に対するコメント 14:20 

（５分） 

中島 さち子 氏 

 

 中島さち子氏によるワークショップ 

→クラゲプロジェクトの紹介及びワークショップの実施 

ワークショップテーマ  

「これからのあかしのまちを一緒に考えよう！」 

→これまでの「こども・若者会議」で出た意見を 10 

個のテーマとしてピックアップ。 

10 個のテーマごとに「えんたくん」を設置し、参 

加者自身が興味のあるテーマを選び、１テーマ３ 

～５人程度で話し合った。 

   ※休憩はそれぞれのグループで適宜実施 

14:25 

（60 分） 

進行：＜steAm クラゲチーム＞ 

中島 さち子 氏 

鈴鹿 剛 氏 

池谷 陽平 氏 

アブライ ンジャイ ローズ 氏 

進行支援： 

西川知宏（こども政策課） 

平山夢（子育て支援課） 

西林朱音（こども健康課） 

永井綾乃（こどもセンター） 

岡本風香（児童福祉課） 

福原夢乃（こども育成室） 

森太郎（つながる課） 

永田恵理子（つながる課） 

 大野成信（つながる課） 
  

6 グループごとに発表タイム 15:25 

（30 分） 

発表後、それぞれのグループに対

して、中島さち子氏からのコメン

トあり 

7 「これからのあかしのまち」をカタチ作る 15:55 

（10 分） 

「これからのあかしのまち」につ

いて、参加者全員がそれぞれの想

いや願いを書いて、“海の水をイメ

ージしたボード”に貼っていく 

 

 

 

 

 

 

 
 

8 写真撮影 16:05 

（５分） 

全員でクラゲポーズ 

9 中島さち子氏、アブライ氏による生演奏 16:10 

1（10 分） 

電子ピアノとジャンベ（アフリカ

の伝統的な打楽器）による生演奏 

10 閉会 

 

16:20 
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７ ワークショップ 
「これからのあかしのまちを一緒に考えよう！」のテーマのもと、これまでの「こど 
も・若者会議」で出された意見を 10 テーマに分類し、ワークショップを実施しました。 
 参加者は、自分が関心を持つテーマのテーブルに分かれ、「えんたくん」を使って、 

 自由に対話するとともに、中島さち子さんがプロデュースしている“クラゲプロジェ 
クト”とのコラボ企画などについても話し合いました。 

最後には、各テーマごとに代表者が意見をまとめ、全体共有を行いました。 
   

【10 のテーマ】 
 
   １）年代にかかわらず人が集まる祭り・イベント（体験） 
   ２）それぞれの好きや得意の分野で教室をひらく（体験） 
   ３）いつでもどこでも本が借りられるなど、図書館のアップデート（場所） 
   ４）こどもがはしゃげる、大人がくつろげる、大きな公園（場所） 
   ５）海や緑などの自然に触れることができる、自然と融合した施設（自然） 
   ６）不登校がない、ふつうではないワクワクする多様な学校（教育） 
   ７）人と人がつながるまち（こども・福祉） 
   ８）津波の対策など、防災に強いまち（安心） 
   ９）子育てしやすい取り組み（安心） 
   10）海外の人たちが集まるような観光スポット（魅力） 
 
      

●話し合われた主な内容（テーマごと） 
 
   １）年代にかかわらず人が集まる祭り・イベント（体験） 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２）それぞれの好きや得意の分野で教室をひらく（体験） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自分たちでまつりをしたい  
・12 月１日すみよし神社 
・午前やたい 午後みこし・やたい 
・食べものフェスティバル 
・さかなたべほうだい（まぐろ、サーモン） 
・いっしゅうかんにいっかい 
・ちくをおおくしたい。みこしをふやす 
・自分たちでカードゲームつくる 
・とったやさいをうって豊作をいわう 
・大器などの祭り作りたい 
・ふとんだいこ 
 
まつりのなまえ  
・野鳥祭り ・明石まつり 
・明石こどもまつり 
・大久保まつり ・西明石まつり 
・朝霧まつり 
 
まつりのばしょ  
・明石市全ての公園  
・明石公園で万博を作る 
・えきまえ 

食材を守るために  
・海にゴミをすてない 
・みんなでゴミをひろおうイベント 
・日ごろからどこにもポイ捨てしない!! 
・農家の体験 ・農家の人をふやす 
・ねんれいかんけいなく野菜をそだてる 
 
おねがい  
・明石とくさんの食べ物をゆうせんして売る 
・給食にもっと明石の名物をふやしてほしい 
・こども食堂の人数、場所をふやしてほしい 
・アレルギーがある人も楽しんで食べられる! 
・料理教室みたいなのをふやしてほしい 
・こども、大人だれでもたべられる場所（交流） 
・たようせいのあるたべられるばしょ 
 
クラゲプロジェクトとのコラボ企画  
・クラゲのジュース（クラゲ入りの、いちごや 

みかん、ぶどう味がするジュース） 
・たこせんみたいなクラゲせんべい「クラせん」 
・クラゲの天ぷら ジュージュー 
・クラゲの足のからあげ（食べてみたい）  
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   ３）いつでもどこでも本が借りられるなど、図書館のアップデート（場所） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ４）こどもがはしゃげる、大人がくつろげる、大きな公園（場所） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ５）海や緑などの自然に触れることができる、自然と融合した施設（自然） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

こんな図書館があったらいいな  
・学生じゃない若者も使える楽器の練習 

スペースがほしい 
・自習スペースを増やしてほしい 
・貸出ＰＣや Wi-Fi ほしい（オンライン面接用） 
・図書館で借りれる個室がほしい 
・一人だけでなく複数人で勉強できるスペース 

がある図書館 
・たくさんの人と交流できる図書館 
・絵を書く画ざいがあるカフェ 
・ビーズクッションがある図書館 
・おいしいケーキたべながらカフェと 

図書館が一緒になった場所 
・ごはんが食べられる図書館 
・施設内にたくさんベンチおく 
・防音性高いフロア 
・集中できるスペースをふやしてほしい 
・推しショップがほしい 
・自習室の部屋を別々に 
・図書館にマンガ 
（学習マンガじゃない知識が書いてあるマンガ） 

・リラックスしながら読書 

 

 

環境  
・漁業や農業などの産業同士で共有する場 

→明石の産業の発展につながる 
・太陽光発電や風力発電を活用する 
・クリーンエネルギーをすすめてほしい 

（水素エネルギー、太陽光、CO2 を吸収） 
・水素タンクを設ける 
 
自然  
・海以外の場所での自然体験を増やす 
・植物を植える体験ができるイベント 
・学校で自然について知るための教育をする 
・特産物のアウトレット販売→食品ロス対策 
・生き物を大切にする 
 
海 
・明石の海鮮料理について知るイベント 
（海の料理から生きものについて知る） 

・海で獲りたてのものを食べられる場所 
・明石の海の水族館をつくる 

→明石の海の魅力を知ってもらう 
 
防災  
・防災教育をより実施してほしい 

→消防センターなどの活用 
 

・ゴルフ場 ・バッティングセんター 
・サッカー場 ・ペット施設 
・ふれあいの場・大砂場 ・工場見学場 
・サイクリング場 ・やたい ・しゃてき 
・ゲーム ・休憩場 ・観覧車 ・サバゲー 
・ゲーセン ・たべものや ・おばけやしき 
・プール ・空中ブランコ ・ミニ水族館 
・さかなとおよげるプール ・アスレチック 
・こども用 自分で動く車  ・天然水プール 
・ザリガニつり体験 ・Wi-Fi 設備 
・貸し出しのボール、バドなど 
・若者主体のイベント ・早食い対決 
・ライブみたいなイベント 
・まちの人と関われるイベント 
・ランニングとか体を動かすイベント 
・ミスト ・夏にすずめるスペース 
・ベンチ ・ゴミ箱 
・ごはんがうっている屋たい 
・ペットと一緒に遊べる 
・木や植物で華やかに!! 
・タコ、海など明石のいい所を紹介 
・明石に人が移住してくる 
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   ６）不登校がない、ふつうではないワクワクする多様な学校（教育） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
   ７）人と人がつながるまち（こども・福祉） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ８）津波の対策など、防災に強いまち（安心） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・手びょうし ・大学生（あそんでくれる） 
・やさしくりかいのある管理人 
・大学生（あそんでくれる） 
・学校×フリースペース等ではない場所 
・防災教育をみんなで楽しみながらできる 
・不登校の人が通う所を学校とは別に… 
・メタバースで海外とつなぎたい 
・体験学習（月１でもはば広く） 
・校則を無くす（ゆるくする） 
・第四の居場所（ネカフェみたいな？） 
・罪悪感無く行けて同世代と交われるカフェ 
（勉学のできる店員に教えてもらう等…） 

・個室もほしい（第四の居場所？） 
・先生をもうちょっと管理してほしい 
・色んな事をする、体験型学習 
 
第四の居場所のイメージ  
・ボードカードゲーム×20 ・ゲーム×10 
・でっかいＩＨ（キッチン） ・ルンバ 
・みんなで集まれる部屋 ・まんが ・本 
・テレビ ・ソファー ・個室×20 
・パソコン×20 ・出席日数がとれる個別の場所 
・出席日数カード ・広い入り口 
 

楽しめる物  
・スタンプラリー 
・防災のクイズラリー 
 
まち  
・街灯を増やす ・空き家を活用する 
・ぼうはんカメラを増やす 
・見守りカメラ 65 さい以上 
・深夜帯の騒音規制 
・曲がり角の視認性を高める 
・お弁当の配達 70 さい以上 
・高れい者の人のためにスロープを作る 
・カーブミラーを増やす 
 
防災  
・防災カバンをくらげ柄にする 
・防災カバンをもっと配布する 
・防災訓練 ・クラゲランタンを作る 
・かいちゅう電灯を用意 
・公共施設の避難所化と改修 
 

こどもと高齢者を音楽で繋ぐ  
・「ジェネレーション・conect 明石音楽隊」 
・ファゴット 
・タンバリン 
・ホルン トロンボーン 
・シンバル 
・すず 
・リコーダー 
・アコーディオン 
・おしゃべりたいこ 
・タコツボ楽器→漁師さんゆずってもらう 
・楽器を使用して、 
・カスタネット 
 
一人でいられる場所  
・個室 
・暮らしのサポートが必要なこども 

→紹介してあげられる場所 
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   ９）子育てしやすい取り組み（安心） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   10）海外の人たちが集まるような観光スポット（魅力） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

やさい、生きもので町を明るく 
しあわせに生きていこう 

 
・きのこばたけがほしい! ・きのこのいす 
・きのこのでんき ・だんごむしのいす  
・本がたくさんある 
・高齢者も手すりが持ちやすい 
・いもむし手すりがあったらいいな!! 
・推しから、毎週日曜日に、LINE がくる♡ 
・人や自転車が通るトンネルに電気をつけて 

ほしい。（車のトンネルみたいに） 
・自分でデザインをつくれて、長さを 

かえれるネイルがほしい。 
・もっと学校でじっくりゆっくりくわしく 

教えてほしいなぁ～ 
・各学校の近くに図書館がほしい 
 
クラゲプロジェクトとのコラボ企画  
・クラゲみたいな形の図書かんがほしい 
・暗い道にクラゲの形をした街灯がほしい 

タコチューブ  
・知らない場所、人にインタビュー 
・各地区の公園を紹介 
・24 時間海が見れる YouTube 配信 
 
はっしん  
・明石の魅力をユーチューブで発信してほしい 
・明石のグルメを発信したい 
 
みりょく  
・他市へのアクセスがしやすい 
・たいしゅうえんげき場がある 
・子育てしやすいまち 
・天気が安定してる 
・明石焼き 
・たこのからあげ 
・子どもの声をだいじにしてくれる 
 
あそび  
・ハレハレ 
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８ 「これからのあかしのまち」をカタチづくるメッセージボードの作成 

   参加者は、事務局が用意した“海の水をイメージしたボード”に「これからのあかしの 

まち」への想いや願いを書き込みました。 

参加したこども・若者の想いの詰まったメッセージをボードに貼って、みんなの想いが 

ひとつにつながるメッセージボードを完成させました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９ 中島さち子氏、アブライ氏（出身：セネガル）による演奏会 

 


